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 続く第1章「グローバル化世界を生きる近世邦楽−−——普遍／差異、音楽・言語の『 抗 争
ディフェラン
』の狭間で」で 
は、本書の問題提起を深める。音楽文化の多様性ならびに本書が措定しようとする「音楽言語」の複数性の
根拠となる「差異」と、その「非共約性」について省察する。省察においては、言語学や言語をツールとす
る文学の議論も参照される。その省察から、グローバル化世界の中での近世邦楽の位置・価値が再考される
と同時に、そのような音楽・言語からの、多様性を抑圧する「普遍」ならびに西洋（音楽）のヘゲモニーを
越えうる創造のあり方が模索される。 
 これに続く後半の二つの章は、近世邦楽言語の特質をめぐる具体的な事例研究となる。 
 第2章「松阪春栄の二面箏による音楽言語と創造————ヘテロフォニーのリズム的『錯乱』」においては、明
治期の地歌箏曲家の松坂春栄の箏曲における、箏二面を用いたテクスチュアを分析する。ヘテロフォニーを
原理とする多音性から、現代にも通じる複雑な響きの綾が、どのようにして生み出されたのかを考察しなが
ら、近世邦楽が爛熟期に到達した高度な作曲技法と、その現代への継承について考える。 
 第3章「近世邦楽の口承性
オラリティー
の行方――長唄三味線 今藤長龍郎師の稽古の考察から」では、今藤長龍郎師に 
よる口承を基とする稽古の参与観察から、長らく近世邦楽の伝承の根幹であり続け、その音楽言語の特質に
も刻み込まれた口承性について考える。そして、稽古法の変化に伴う口承の役割・あり方の変化を省察しつ
つ、今後の近世邦楽、ならびにその音楽言語の伝承の行方を展望する。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
本論文は、近代化とグローバル化によって西洋音楽とその音楽言語が普遍的な文化として拡大する過程に
おいて、近世邦楽がどう伝承されてきたのか、そして音楽文化全体の中でどう位置づけることができるのか
を詳細なフィールドワーク／参与観察、楽曲分析、そして近代化、グローバル化をめぐる文化理論の検討を
通じて明らかにしたものである。本論文の成果は以下の三点にまとめることができる。 
第一に、申請者がこれまで専門的に学んできた西洋音楽の実技、作曲の知識に基づいた上で、実際に近世
邦楽の地唄箏曲及び長唄の稽古を中心に参与観察を行い、その伝承の様子を詳細に記述、分析したこと。地
唄箏曲については、「双調会」の門戸を叩き、米川文子師に実技指導を受け、同会の名取として演奏経験を重
ね、長唄については、今藤流の今藤尚之師、及び今藤長龍郎師に実技指導を仰いだ。その成果は、第三章「近
世邦楽の口承性の行方——長唄三味線 今藤長龍郎師の稽古の考察について」において、稽古の詳細な記述とし
て描かれている。これ自体貴重な資料として評価することができる。 
第二に、西洋音楽の作曲の知識を背景にしながら、明治期の地唄箏曲の作品に対する独自の分析・解釈を
行ったこと。特に第二章の「松阪春栄の二面箏による音楽言語と創造——ヘテロフォニーのリズム的『錯乱』」
は、松阪春栄の楽曲の現代性を『錯乱』という特徴によって分析したものであり、従来行われて来なかった
松阪作品に対する本格的な分析として高く評価できる。 
第三の評価すべき成果として、この論考自体が、西洋音楽と近世邦楽とをいずれの側にも還元することな
く、その両者の緊張の間で書かれた一種の「翻訳」の試みであることが挙げられる。ここでいう「翻訳」と
は、一つの言語から別の言語へと書き換えるだけではなく、それ自体が領域横断的な創造的な営みである。
こうした創造的な翻訳作業のために、近年の社会学や文化研究における近代化理論や翻訳理論、文化人類学
のフィールドワークや参与観察理論が過不足なく援用されている。 
最近の文化理論と近世邦楽の具体的な分析との間には、論文の領域横断性とその野心的な試みもあり、や
や論理の飛躍がある点もみられたが、これに対する疑問については論文審査会の際に十分に納得のいく回答
が得られた。総じて博士号を授与するに相応しい優れた内容の論文であると評価できる。今後の実践的な活
動も含めて活躍を期待したい。 
